




































































































































































略 原 語 邦 訳 
BPC Bryant Park Corporation ブライアントパーク・コーポレーション 
GSA U.S. General Services Administration 米国行政管理庁 
NYPL New York Public Library ニューヨーク公立図書館 
PM Placemaking  プレイスメイキング 
PPS Project for Public Spaces  プロジェクト・フォー・パブリックスペ
ース 
ULI Urban Land Institute 米国不動産協会 
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米国における PMに関する文献として、米国不動産協会（Urban Land Institute；
以下、ULIと略）が発行している「プレイスメイキング 中心市街地、メインストリ
ート、アーバンヴィレッジの開発」があり、専門家向けに都市全体の不動産価値の
向上を目指した PM の概念が述べられている 3)。Schneeklothらによる「プレイスメ
イキング コミュニティづくりにおける方法と実践」では、いくつかの事例につい
て紹介している 4)。 





































るが、サードプレイスのあり方やデザイン手法について述べたものではない 11) 12)。 
 
日本公園緑地協会発行の調査資料によれば、我が国の身近な公園における利用は、





















本論文は、第 1章序論に続き、本論である第 2章から第 5章、最後に第 6章結論











第 3章では、ブライアントパークに関する文献調査を通して PM の考えに基づいた
デザイン手法について分析し、文献調査から得られたデザイン視点とデザイン要素

















第 6章 結論 





















































































































































・（論文）「Design Factors and Elements on the Placemaking Concepts A Case Study 
of Bryant Park」[査読有]，Nana Mitomo, Kazuyoshi Watari（2010年 11月），
8th ISAIA, pp1136-1139，日本建築学会 
・（口頭発表）「プレイスメイキングにおける「利用されるデザイン」に関する考察」，
















三友奈 （々2011年 6月），第 58回日本デザイン学会春季研究発表大会，pp130-131，
日本デザイン学会 
・（口頭発表）「デザイン構成要素から見た公共空間における利用者のセッティング
行為」，三友奈 （々2012年 6月），第 59 回日本デザイン学会春季研究発表大会, 演
題番号 9-04（CD-ROM収録），日本デザイン学会 
・（ポスター発表）「公園における可動イスを中心とした居場所づくりの構成要素の




・（論文）「Factors of Placemaking Concepts  A Case Study of Bryant Park in Winter」
[査読有]，Nana Mitomo，Kazuyoshi Watari（2011年９月）,Academic Program 
Research Papers,  UIA2011，pp562-567，日本建築学会 
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・（ポスター発表）「Factors of Placemaking Concepts」，Nana Mitomo，Kazuyoshi Watari
（2011年 9月）, Academic Program Poster Presentations, UIA2011，日本建築
学会 
 
















































































内で 50州、世界中で 40ヶ国 3,000地域で PMのプロジェクトの実践を行っている
（PPS,2012年 11 月現在）18) 19)。 





PM 原則におけるデザインに関する項目として、2.に「not a design」がある。こ



















表 1-1 PM原則 
 




















You are creating a place















They’ll always say  

































































ー用の指針（Achieving Great Federal Public Spaces A Property Manager’s Guide、
以下 PM指針）を分析して PMにおける具体的な空間のあり方を探る 21)。 
 
PM指針は、米国政府の一機関である行政管理庁（U.S. General Services 
Administration；以下、GSAと略）の米国政府関連の建物・財産の管理を所管する部










(Implementation)に続き、資料編(Resources)の全 5章で構成されている（表 1-2）。 
 
表 1-2 PM指針の目次 
 
図
図 1-2 PM指針の表紙 
 （出典：Achieving Great Federal   
          Public Spaces A Property  
  Manager’s Guide） 
１章 導入  
２章 評価・・・・・ 屋外・・・・ マネジメント 
屋内      デザイン 
セキュリティ 
イメージと美 
                   出入口と動線 
地域との関係  
３章 解決策      
４章 実行              
５章 資料              





PM指針の第 2 章評価には、屋外と屋内を対象として、それぞれに PMの視点で具
体的な空間に対する評価項目（Place Audit、以下 PM空間評価項目）を設けている。
屋外には、①マネジメント（Management）、②デザイン（Design）、③セキュリティ
（Security）、④イメージと美（Image and Aesthetics）、⑤出入口と動線（Access and 
Circulation）、⑥地域との関係（Neighborhood Connections）の 6 つの分野、屋内
には「地域との関係」以外の 5つの分野について記載されている。 
屋外の PM空間評価項目は、表 1-3の通りである。 
 





















































































PM指針の第 3章解決策には、マネジメント（実行、企画、維持）（Manage : Evaluate、 
Program、 Maintain）、利用に適したデザイン（Design for Use）、セキュリティの
流れと統合（Streamline and Integrate Security）、イメージと美の改善（Improve 
Image and Aesthetics）、出入口と動線の強調（Enhance Access and Circulation）、























④イメージと美（Image and Aesthetics） 
⑤出入口と動線（Access and Circulation） 
⑥地域との関係（Neighborhood Connections） 
 
























































実行 （省略）  
PM指針の
第 5章 









































































全体から見た各利用タイプの構成比率は、「徒歩通過 36％」「親子での遊び 12%」「その他 12%」
「犬の散歩 8%」「休憩・会話 6%」「自転車で通過 5%」「健康運動 5%」「散歩 5%」「友達との遊
び 5%」「球技・競技等 4%」「保育園等団体での遊び 2%」であった。 
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り上げ、どの程度 PM 指針から得られたデザイン視点が該当するのかを確認する。 
 



























本章では、以下の通り PM指針の第 2章評価と第 3章解決策を用いる（表 2-1）。 
 
1）PM指針を利用したデザイン視点に関する調査 










表 2-1 PM指針の目次と本章での使用する内容 
  
PM指針の目次 PM指針の内容 本章での使用内容 
PM 指針
の第 1章 




































実行 （省略） （使用無） 
PM 指針
の第 5章 
資料 （省略） （使用無） 
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場空間におけるデザインについて扱うため、PM 方策ポイントのうち、PM 指針第 2 章の
「デザイン」に対応した「利用に適したデザイン」のみを取り上げる。 
「利用に適したデザイン」における解決の PM 方策ポイントは、最適な利用のための
設備の配置（Arrange Amenities to Optimize Use）、日光や風雨をよけるための備え
（ Provide Protection from Weather and the Elements）、公共スペースの照明
（Illuminate public spaces）、利用者と活動を支える基盤施設・設備の備え（Provide 
Infrastructure to Support Uses and Activities）、小売りの導入（Introduce Retail）

























































































いた地域であった（Berens，1997）22) (図 2-1～図 2-2)。  
1992年に再生事業がして、再びニューヨーク公立図書館（New York Public Library、









































































































































































































































































































表 2-4 PM指針を踏まえたブライアントパークにおけるデザイン視点 






























































































表 2–5 PM指針を踏まえたブライアントパークにおけるデザイン要素 
期間 PM指針から得られたデザイン要素        調査結果   ＊註 3) 
1.最適な利用のための設備の配置 
短期 
打合せと昼食休憩のためのテーブルやイス ○ : フランス式公園椅子（可動椅子）4,200 脚*と
フランス式カフェテーブル約 800個*がある。 
中期 




○ : フランス式カフェテーブル 800個*がある 
長期 
芝生のエリア ○ : 約 4,450m2の芝生エリアがある 
座れる階段（シッティングステアーズ）や座れ
る腰壁（シッティングウォール） 
○ : 座れる階段がある 
2.日光や風雨をよけるための備え 
短期 
障害物を取り除いた日陰のエリア ○ : 木陰とパラソルでできる日陰がある 
テーブルと座るエリアのための小さいパラソル ○ : パラソル約 55個がある 
中期 
融通の利く移動できる日陰構造物 ○ : イベント用のパラソルがある 
天蓋形の庇（キャノピー）や日除け（オーニン
グ） 
○ : 天蓋型の庇の付いたキオスクがある 




〇 ： 樹木による日陰がある 




歩道、入口、看板等、公共空間の照明 ○ : 照明器具が設置されている 
シティライト（City Lights；近接ビルの屋上から公
園内を照らす照明）が設置されている 






〇 ： 噴水、キオスクのアップライトがある 
歩道や樹木の照明 ○ : 照明器具が設置されている 

























○ : 座れる階段がある 
魅力あるものとして 1 度利用の（その利用しか
できない）設備 
○ :  噴水、彫刻とモニュメント 7つがある 
5.小売りの導入  
短期 小売りワゴン × : 小売りワゴンはないが、常設の小売りがある 
中期 




○ : NYPLに隣接したレストランとカフェがある 































開園面積約 16.16ha には、千代田区立日比谷図書館文化館、日比谷公会堂を有している。 
主な施設として、大音楽堂、大噴水、テニスコートがある(図 2-4～図 2-5)。 
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表 2-6 PM指針を踏まえた日比谷公園におけるデザイン視点 
















































































表 2–7 PM指針を踏まえた日比谷公園におけるデザイン要素 
期間 PM指針から得られたデザイン要素 調査結果 
1.最適な利用のための設備の配置 
短期 打合せと昼食休憩のためのテーブルやイス △： 椅子はあるが自由に使えるテーブルはない。 
中期 












障害物を取り除いた日陰のエリア △ : 日陰は少ない 












樹木 ○ : 園内に樹木がある 
3.公共スペースの照明 
短期 
歩道、入口、看板等、公共スペースの照明 ○ : 照明器具が設置されている 




〇 ： アップライトがある 
歩道や樹木の照明 ○ : 照明器具が設置されている 









○ : 動線上は強固な舗装がされている 






× : 芝生エリアはあるが常時立入禁止 
快適さを兼ねた警備上の設備 
（例：座れる階段やステージ） 
×   





短期 小売りワゴン × : 小売りワゴンはないが、常設の小売りがある 
中期 
常設で屋外にある小屋（キオスク） ○ : 常設の小売りがある 
地上階に位置する建築物に組み込まれた構
造の小売り 
○ : 飲食施設がある 






















心の火防線として設けられた。西 1丁目から西 13丁目（西 8丁目と西 9丁目は一街区）
に合計 12の街区に分かれた、全長約 1.5km、約 7.89haの特殊公園である（札幌市公園
緑化協会，2013）。 
東西の両端に札幌テレビ塔と札幌市資料館があるほか、主な施設として野外ステー
ジ、サンクガーデン、噴水、遊水路がある(図 2-4～図 2-5)。 
  
図 2-7 大通公園の立地 
（出典：公益財団法人 札幌市公園緑化協会， 
http://www.sapporo-park.or.jp/odori/about/，2013年 7月参照）26) 







































































































表 2-8 PM指針を踏まえた大通公園におけるデザイン視点 








































































表 2–9 PM指針を踏まえた大通公園におけるデザイン要素 
期間 PM指針から得られたデザイン要素 調査結果 
1.最適な利用のための設備の配置 







芝生のエリア ○ : 立入できる芝生エリアがある 
座れる階段（シッティングステアーズ）や座れ
る腰壁（シッティングウォール） 
○ : 座れる階段がある 
2.日光や風雨をよけるための備え 
短期 











〇 ： 樹木による日陰がある 
樹木 ○ :園内に樹木がある 
3.公共スペースの照明 
短期 
歩道、入口、看板等、公共スペースの照明 △ : 照明器具が設置されているが暗い 




〇 ： アップライトがある 
歩道や樹木の照明 △ : 照明器具が設置されているが暗い 
室内の照明 × 


























○ :  噴水、特徴のある子供用の遊び場がある 
5.小売の導入  






























・日比谷公園     3項目○、6項目△、5項目× 
・大通公園      7項目○、4項目△、3項目× 
 











































































日比谷公園 東京都千代田区 16.16 約 520m×約 310m 





3.89 約 280m×約 140m 
51 
 














































































































 ブライアントパークのデザイン要素 移動可動状況 数 
１ 可動椅子 運営者・利用者ともに移動可能 約 4,500脚 
２ テーブル 運営者・利用者ともに移動可能 約 800個 
３ 芝 ― 約 4451,64m2 
４ 座れる階段（シッティングステアーズ） ― 1箇所 
５ 樹木（木陰） ― 約 220本 
６ パラソル 運営者移動可能 約 55個 
７ 日よけ（庇としてオーニングやキャノピー） ― ― 
８ 照明 ― ― 
９ 飲食施設 ― 6施設 






















































































































































調査と表 3-1の提案を載せたレポート（Whyte, 1979）が挙げられる(Francis, 
2003)29)。続いて、PPSによる調査と修復プログラムを載せた本論文で扱うレポート








図 3-1 ハンナとオーリンによる図面の一部 


































































入口、内部動線に合計 13つの全体提案（General Recommendations）各エリアに 79




表 3-3 修復プログラムの内容 
註）エリアの前の丸囲み数字は図 3-3と対応している 
  
大項目名 目標数 提案数 
    各エリア名 
外部動線 １＊ ０＊ 
 ①42丁目通り ２ ９ 
②6番街（アメリカ大通り） １ ３ 
出入口 ４＊ ４＊ 
 ①41丁目通り入口 ２ ３ 
②6番街（アメリカ大通り）広場 ３ ６ 
③42丁目通り入口 ２ ４ 
④42丁目通り上部テラス入口 ３ １ 
⑤42丁目通り図書館細道 ２ ４ 
⑥図書館正面テラス通路 ２ ３ 
⑦40丁目通り入口 ２ ２ 
内部動線 ３＊ ９＊ 
 ①上部テラス ４ ７ 
②40丁目通り小道 ３ ８ 
③噴水テラス ２ ４ 
④42丁目通り小道 ３ 12 
⑤中央芝生 ４ ４ 
⑥図書館前テラス １ ９ 
合計（大項目＊のみ） ８ 13 
合計（各エリアのみ） 36 79 
図 3-3 修復プログラムに記載されている各エリアの位置 





















表 3-4 修復プログラムにおける外部動線の全体目標 
  















変更不要が 8(4，4)箇所に対して、新規 12(6，6)箇所、再検討 4(4,0)箇所とあり、
出入口はその数を倍にするだけでなく、極力各入口の拡張をも求めている註 6）。その
うち、重要な 7つの出入口についてのみ、具体的な提案が示されていると考えられ









表 3-5 修復プログラムにおける出入口の全体目標 
 
  

















































為は表 3-10から表 3-17、内部動線に関するデザイン行為は表 3-18 から表 3-24で
ある。 
 












基 常 仮 コ 
外部動線 合計数 12 16 17 19 4 5 1 2 
出入口 合計数 27 30 35 48 17 5 4 1 
内部動線  合計数 53 57 62 122 19 15 12 6 
総数 92 103 114 189 40 25 17 9 
表 3-7～表 3-24 デザイン段階の表記 
 






















新 聞 売 り
場 
















用意する 照明設備 雰囲気 
照明 
 〇   
混雑しないと思われる場所に 42 丁目通りに沿っ
て座る場所を用意する 





入口 〇    
42 丁目通りと公園の両方に（飲食物を）出す売り
場を公園の端に用意する 
用意する 売り場 飲食  〇   


















提供する 情報 情報    〇 







図 3-4 42 丁目通りの再生前（左上） 
（出典：PPS, Bryant Park-Intimidation or Recreation?,1981）28) 
 
42 丁目通りの修復プログラムに掲載された提案（透視図）（右上） 






















再景観整備 エリア 修景 
圧緩和 
〇 
   
低くする 高さ 
42 丁目通りの入口を再設計する 再設計 入口 入口 ○    
擁壁から錬鉄フェンスを取り外す 取り外す フェンス 圧緩和  ○   
6 番街（アメリカ大通り） 合計数 4 4  4         2 1 0 0 
 
 
  図 3-5 6番街（アメリカ大通り）の再生前（左上） 
（出典：PPS，How to Turn a Place Around,2000）5) 
 
6 番街（アメリカ大通り）の再生前（左下） 
（出典：Thompson, The Rebirth of New York City’s Bryant Park,1997）30) 
 
6 番街（アメリカ大通り）の修復プログラムに掲載された提案（透視図）（右上） 










































































  〇  




   
〇 
 － 大道芸人 
41 丁目通り入口 合計 4 5 6 1 0 1 1 
 
図 3-6 41 丁目通りの再生前（左上）と修復プログラムに掲載された提案（透視図）（右） 
（出典：PPS, Bryant Park-Intimidation or Recreation?,1981）28) 
 
41 丁目通りの再生後の入口の階段（左下） 























設置する 広場 焦点  〇   
より小さい台座に置いて広場の中心に像を移
動する 
移動する 像 混雑 
飲食 
































雰囲気 〇    
広場に大きな樹木を植える 植える 樹木 焦点  〇   


































拡張する 入口 入口 〇    
提案された 42丁目通りカフェのすぐ東に新し
い入口を用意する 
用意する 入口 入口 
内動線 






   



















用意する 踊り場 内動線 
飲食 
活気 
〇    
42 丁目通り上部テラス入口 合計 1 1 3 1 0 0 0 
 
  
図 3-7 42 丁目通り上部テラス入口の再生前（左）と修復プログラムに掲載された提案（透視図）（右） 
（出典：PPS, Bryant Park-Intimidation or Recreation?，1981）28) 
74 
 










デザイン行為 基 常 仮 コ 
42 丁目通り図書細道 
 高くされた細道から植樹エリアを取り除く 取り除く ( 植樹 ) エ
リア 












追加する 樹木 日陰 
内動線 




用意する 通路 不自由 
内動線 〇 
   
42 丁目通り図書館細道 合計 5 5 7 3 1 0 0 
 










デザイン行為 基 常 仮 コ 
図書館正面テラス通路 
 40 丁目通りから、及び 42 丁目通りから図書館
前まで新しい階段のある入口を用意する 
用意する 入口 視界 
内動線 
〇    
40 丁目通りと 42 丁目通りの入口の端で、図書
館前全面テラスの中間の高さで食べ物サービ
ス提供する 
提供する サービス 視界 
飲食 








 〇   
図書館正面テラス通路 合計 3 4 6 1 1 1 0 
 
 



















〇    
40 丁目通り入口を監視する 監視する 入口 安全   〇  

































開放する 通路 内動線 
内入口 〇    
- 接近地点 
芝の周囲の欄干の角に接近地点を用意する 用意する 接近地点 活気 
内入口 
〇    
遊歩道から中央芝生エリアに複数の接近地
点を用意する 
用意する 接近地点 内入口 
〇    
上部テラスからテラス階段の最下部へ昼食
時の娯楽エリアを移動する 
移動する (娯楽 ) エ
リア 
座席 
認識   〇  
小道の中央細道及び上部テラスへのそのつ
ながりを開発する 
開発する 細道 外動線 
認識 
内動線 














用意する 通路 内動線 
〇    
中央芝生エリアにおける生垣を刈り取る（現 
在の 1.5mから元来の 60cm にする） 
刈り取る 生垣 視界 
内動線   〇  
1 年生植物の色とりどりの展示と低木で、遊
歩道と欄干の間の植栽花壇を修復する 
修復する 植栽花壇 活気 
修景   〇  
















デザイン行為 基 常 仮 コ 




































拡大する 利用 利用 
    〇 
ブライアント像の南、図書館裏の使われてい
ないエリアにレストランを建設する 






















  〇  




 図 3-8 上部テラスの再生前（左）と修復プログラムに掲載された提案（透視図）（右） 
（出典：PPS, Bryant Park-Intimidation or Recreation?，1981）28) 
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設置する ( 追 加 の ) 
座席 
座席 




用意する テラス 座席 





用意する 通路 内動線 
〇    
小道の中央細道に沿って、像の台座を備えつ
ける 
備えつける 台座 焦点 
 〇   













   〇 
ピクニックエリアを新しい景観に取り替える 取り替える エリア 修景 〇    
40 丁目通りと 6 番街の角に隣接する公共トイ
レを用意する 





 〇   




図 3-9 42 丁目通り小道の再生前（左）と修復プログラムに掲載された提案（透視図）（右） 
（出典：PPS, Bryant Park-Intimidation or Recreation?，1981）28) 
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  〇  
噴水にふさわしい劇的な水を使った出し物を
企画する 
企画する 出し物 静寂 
活気    〇 






















入口 〇    
6 番街に隣接し小道を再修景する 再修景する 小路 修景 
緩和 






認識   〇  
覆い隠されていないエリアに、本の屋台店に
隣接した、新しい座わるエリアを用意する 
用意する 座るエリア 座席 
  〇  
42 丁目通りからロウエル噴水に続く細道か
ら、すべてのベンチを取り除く 
取り除く ベンチ 内動線 
 〇   
42 丁目通りとロウエル噴水小道に沿った欄干
を取り除く 
取り除く 欄干 居心地 
開放 
接近 
 〇   
42 丁目通り入口で年間を通じたカフェを用意
する 
用意する カフェ 飲食 
座席 
年間 




用意する 座るエリア 座席 






集団  〇   
中央小道細道にふさわしい焦点として、中央
小道に沿って像の台座を用意する 
用意する 台座 焦点 




移転する カフェ 飲食 
安全 
入口 





修復する 景観 視界 
修景 
〇    
排除する 灌木 





















用意する 接近地点 認識 
接近 
内動線 
〇    
中央芝生エリアと中央芝生エリアに隣接した
ベンチの脇に木陰をつくる樹木を植える 
植える 樹木 日陰 
利用 
活気 
〇    
上部テラスから、テラス階段の最下部の位置
に昼の娯楽を移動する 




   〇 
（芝土の）プログラムを開発する 開発する プログラム 修景    〇 




図 3-10 中央芝生の再生前（左）と修復プログラムに掲載された提案（透視図）（右） 
（出典：PPS, Bryant Park-Intimidation or Recreation?，1981）28) 
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デザイン行為 基 常 仮 コ 










〇    
図書館の正面にふさわしい照明を再設計 再設計 照明 雰囲気 
終日 








 〇   
可動テーブルとイスのために、噴水に隣接し
て（位置の）高い座わるエリアを用意する 
用意する 座るエリア 座席 
視界 〇    
欄干に隣接した（位置の）高い座わるエリア
を用意する 
用意する 座るエリア 座席 
視界 〇    
42 丁目通りに隣接したエリアを対象に北テ
ラスにカフェを用意する 
用意する カフェ 飲食 
座席 
安全 
 〇   
噴水の座席エリアとカフェの座席の間に緩
衝樹木を用意する 
用意する 樹木 居心地 















座席   〇  















修復プログラムから外部動線 16語、出入口 30語、内部動線 57語の合計 103語の














































provide 35,arrange  36 
2 創出 develop 4, create2,plant 2, place, establish, set, build 12 
3 追加 add 4,increase 2,extend 2,expand,enhance  10 
4 企画 design  1 
5 監視 monitor  1 
6 排除 減らす remove 9,reduce,cut, eliminate, low 13 
7 移動 
動かす 
relocate 9 9 
8 取替 replace 3 3 
9 再生 
活かす 
re-landscape4, re-design2, restore2, rebuild, recycle, 
rehabilitate 
11 
10 活用 use, encourage, open  3 
11 検討 redefine, explore  2 
12 継続 continue 1 












































3-4-1.で確認した 92 のデザイ行為から、外部動線 17、出入口 35、内部動線 62



























































    








































図 3-13 修復プログラムから得られた       図 3-14 修復プログラムから得られた 
デザイン段階の全体から見た割合（N=91）       デザイン段階の段階別割合（N=91）      
 
 
図 3-13～図 3-14 デザイン段階の表記 
 

















































































































































































































































































































































































第 3 章  
註： 
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  1200 
1300 




  1300 
1400 




   1300 
1400 
   
1 
回転木馬横 
９ 映画祭  


































































されている時間は 2 時間程度である。 
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    表 4-4 短期イベント調査における各エリアにおけるイベント参加者数 
（調査期間 2010 年 6 月） 







































  (1.0) 







































映 画 に 関










る逐語訳   
70名 
（1.25） 







逐 語 訳 特
































































































































































































































































































見学者 見学席 ＊可動椅子を自分の席として移動する ● □ 
映画祭 





運営者 芝生 ・芝を手入れする（散水、芝刈） 〇 □ 
運営者 芝生 ・芝生の閉鎖を知らせるサインを設置する 〇 ■ 
運営者 観客席 ・可動椅子を移動して並べる △ □ 







運営者 安全 ・ニューヨーク市警が参加者の所持品を検査する △ ☓ 










運営者 参加者 観客席 ＊持参したレジャーシートを設置する 〇 ☓ 
参加者 飲食物 ＊持参した飲食物をレジャーシートの上に並べる 〇 ☓ 












































図 4-6 中央芝生ヨガイベントの様子 























































表 4-7 上部テラスエリアにおける設定行為 
イベン
ト名 
































































































図 4-12 ピアノコンサートイベントの様子 























































































運営者 電源 ・園内にある倉庫から電源設備を運び、設置する 〇 ■ 





運営者 出演席 ＊可動椅子を調節する 〇 □ 














































図 4-17 太極拳イベントの様子 
















































































表 4-9 読書部屋エリアにおける設定行為 
イベン
ト名 












運営者 音源 ・園内にある倉庫から音響機器を運び、設置する 〇 ■ 
運営者 観客席 ・可動椅子を移動して並べる 〇 □ 
参加者 観客席 ＊可動椅子を自分の席として移動する 〇 □ 






運営者 音源 ・園内にある倉庫から音響機器を運び、設置する 〇 ■ 
運営者 観客席 ・可動椅子を移動して並べる 〇 □ 
見学者 見学席 ＊可動椅子を自分の席として移動する 〇 □ 
見学者 観客席 ＊可動椅子を自分の子供用の席として移動する 〇 □ 






















運営者 音源 ・園内にある倉庫から音響機器を運び、設置する 〇 ■ 
運営者 観客席 ・可動椅子を移動して並べる 〇 □ 
参加者 観客席 ＊可動椅子を自分の席として移動する 〇 □ 







運営者 音源 ・園内にある倉庫から音響機器を運び、設置する 〇 ■ 
運営者 観客席 ・可動椅子を移動して並べる 〇 □ 
参加者 観客席 ＊可動椅子を自分の席として移動する 〇 □ 






運営者 音源 ・園内にある倉庫から音響機器を運び、設置する 〇 ■ 
運営者 観客席 ・可動椅子を移動して並べる 〇 □ 
参加者 観客席 ＊可動椅子を自分の席として移動する 〇 □ 






運営者 音源 ・園内にある倉庫から音響機器を運び、設置する 〇 ■ 
運営者 観客席 ・可動椅子を移動して並べる 〇 □ 
参加者 観客席 ＊可動椅子を自分の席として移動する 〇 □ 





















































































































































運営者 観客席 ・子供用可動椅子を移動してエリア前方に並べる 〇 □ 
運営者 見学席 ・可動椅子を移動してエリア後方に並べる 〇 □ 
運営者 内容 ・イベント用の衣装を装着する 〇 ☓ 
見学者 観客席 ＊子供用可動椅子を自分の子供用として移動する 〇 □ 
見学者 見学席 ＊可動椅子を自分用の見学席として移動する 〇 □ 












運営者 観客席 ・子供用可動椅子を移動してエリア前方に並べる 〇 □ 
運営者 見学席 ・可動椅子を移動してエリア後方に並べる 〇 □ 
運営者 内容 ・イベント用の衣装を装着する 〇 ☓ 
見学者 観客席 ＊子供用可動椅子を自分の子供用として移動する 〇 □ 
見学者 見学席 ＊可動椅子を自分の見学席として移動する 〇 □ 













運営者 内容 ・鳥を並べる 〇 ■ 

























































図 4-34 子供向手品イベントの様子 
図 4-33 絵本読み聞かせイベントの様子 









































運営者 観客席 ・テーブルを取り囲むように可動椅子を並べる 〇 □ 



































































































































































表 4-13 設定行為の種類 
設定行為分類名 説明 行為数 図 4-42の表記 
①運営者設定行為 マネジメント主体による設定行為 45 運営者 


























































































































































































































































































































（Bryant Park Grill）及びサウスウエストポーチ（Southwest Porch）、テイクアウ
トカフェ（ウィッチクラフトカフェ；Witchcraft Café）がある。また、レストラン
の隣に位置する、夏季のみ営業の屋外の飲食施設である屋外カフェ（ブライアント
































































椅子以外の組み合わせは以下の通り 12型見られる(表 4-14)。 
 
 
表 4-14 短期イベント以外の利用型滞留エリアにおける 
可動椅子とそれ以外のデザイン要素の組み合わせ  
  

















































































































図 4-50 夏季の非利用型滞留（上部テラスエリア）の様子 
図 4-51 夏季の非利用型滞留（噴水テラス）の様子 




図 4-54 夏季の非利用型滞留（通路）の様子 















































可動椅子＋樹木 可動椅子＋芝＋樹木  
可動椅子＋パラソル   































































































































































註 8)体験型イベントとして、まず、調査期間中のすべての週に 41 丁目通りにある 5番街テ
ラスで行われた「ピアノ演奏（Play Me I’m Yours）」 が挙げられる。ピアノ演奏は、資料
上は開催時間が朝 8時から夜 10 時まで長時間に渡り行われることになっているが、現地調査
の結果、イベント運営者はイベントエリアにおらず、ピアノが設置されており、数人の参加
者が個人的に短時間に演奏している状況だった。そのため、参加型イベントではなく、体験
型イベントと判断した。また、6月 27日（日曜日）午前 11 時からにチェスエリアで行われ
る予定であったチェストーナメント（Chess Tournament）は、実際にはトーナメントは行わ
れておらず、時間中チェスを個人的に楽しんでいるか、誰もチェスを行っていない状況が見
られた。そのため、参加型イベントではなく、体験型イベントと判断した。6 月 30 日（水）



















































































われるスケートリンク（Citi Pond at Bryant Park）であり、次は、11 月初旬から 1



























































































































































・パーティルーム（The Pond Party Room） 
・ATM（Citi ATMs） 
・スケート靴の刃磨き(Skate Sharpening) 































































































































































































































































































小サイズ S 約 1.8m×2.7m 35 30 
中サイズ M 約 2.7m×5.4m 79 49 
大サイズ L 約 3.6m×3.6m 25 27 





































































































































表 5-3① 店舗の一覧  






















商品 サイズ 開口部 店員数 
A 01 Cell Phone Fun ○       携帯電話のケース S 1.5+3 2 
A 02 Imagine skincare Organics  ○      化粧品 S 3 2 
A 03 Farache Fashion   ○     衣料 S 3 1 
A 05 Yunka Mini Clocks ○       時計 S 3 2 
A 06 The New York Times    ○    鞄 S 3+3 1 
A 07 Yona’s Gourmet Delights       ○ 飲食物 S 3 1 
B 01 5th & Madison ○       キャンドル L 6 1 
B 02 Zsa Zsa Jewels Silver 
Accessary from Turkey 
    ○   アクセサリー L 6 1 
B 03 Grand Bazaar-From Istanbul 
to New York 
○       照明 L 6 2 
B 04 White Llama     ○   アクセサリー S 3 1 
B 05 Bara Boheme  Accessary     ○   アクセサリー S 3 1 
B 06 Eda & Betty By:Nicole 
Massarelli 
    ○   アクセサリー S 3 1 
B 07 Clazzi & Qool     ○   アクセサリー M2 3+3+3 2 
B 08 Dekco      ○  額 M3 3+3+3 2 
B 09 NYC Touch   ○     衣料 M2 3+3 1 
C 01 Ireland in Prints    ○    帽子 L 3 1 
C 02 Perugina Baci       ○ チョコレート K1/2 3+3+3 2 
C 03 Once Upon a Christmas ○       インテリア飾り K1/2 3+3+3 1 
C 04 Josh Bach Men’s Gifts & 
Accessories 
   ○    ネクタイ L1/2 1.5 1 
C 05 Mushmina    ○    鞄 L1/2 3 1 
C 06 The Raw Art      ○  額 L1/2 3 1 
C 07 Donna C Designs     ○   アクセサリー L1/2 3 1 
C 08 Animal pillows ○       枕 L1/2 3 1 
C 09 Coffee & cupcakes       ○ カフェ L1/2 3 1 
C 10 Just Bubbly  ○      入浴道具 M2 3 1 
C 11 Kettle Corn NYC        ポップコーン M2 3+6 4 
D 01 The Artisans of New York      ○  美術品 L 3 1 
D 02 DavidJulia    ○    ストール K 3+3 2 
D 03 KTCollection NYC  Accessary     ○   アクセサリー L1/2 3 1 
D 04 Silly Puppets ○       ぬいぐるみ L1/2 3 1 
D 05 BrooklynMade   ○     衣料 L1/2 3 1 
D 06 Daisy’s Gifts       ○ 飲食物 L1/2 3 1 
D 07 Wells-Ware     ○   アクセサリー L1/2 3 1 
D 08 ArtPhoto New York      ○  写真 L1/2 3 1 
D 09 Soapology  ○      石鹸 M2 1.5+1.5 1 
D 10 Crepe Cafe       ○ 飲食物 M2 3+3 3 
E 01 Two Angels     ○   アクセサリー L 3 1 
E 02 Himalayan Artwear    ○    帽子 L 3 1 
E 03 Vikolya     ○   アクセサリー L 3 1 
E 04 Friction  Accessary     ○   アクセサリー M2 3+3 2 
E 05 GarceOliver     ○   アクセサリー M2 3+3 2 
E 06 Santa’s Workshop ○       インテリア飾り M3 3+3+3 2 
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表 5-3② 店舗の一覧 
 
  






















商品 サイズ 開口部 店員数 
F 01 Mmm…Enfes       ○ 飲食物 S 3 1 
F 02 Down on the Farm    ○    帽子 S2 3+3 1 
F 03 The Stone Flower     ○   アクセサリー S3 3+3+3 1 
F 04 No Chewing Allowed!       ○ 飲食物 S 3 1 
F 05 The Sweet Shop       ○ 飲食物 S 3 1 
F 06 TopStar Gallery      ○  額 S 3 1 
F 07 Mujus     ○   アクセサリー S 3 1 
F 08 Scent in a Basket ○       インテリア飾り S 3 1 
F 09 NYC Subways circa 1980      ○  写真 S 3 1 
F 10 Lucky Lady     ○   アクセサリー S 0 1 
G 01 Matal Park ○       衣料 L 3 1 
G 02 Global Gift    ○    帽子 L 6 2 
G 03 the soapcreek company  ○      石鹸 L 3 2 
G 04 Ninova    ○    ベルト L 3 1 
G 05 Mladen’s Silver  Accessary     ○   アクセサリー L 0 1 
G 06 Northern Tribe NY   ○     衣料 L 6 1 
G 07 Long Island Candle Factory ○       キャンドル L 3 1 
G 08 Ruffluv ○ 
 
     ぬいぐるみ 
子供服 
L 6 1 
G 09 The Walking Art      ○  額 L 6 1 
G 10 Studio Manhattan Vintage  
 
   ○  額 
アクセサリー 
L 0 1 
H 01 Karma Krafting     ○   アクセサリー S 3 2 
H 02 Blue Point      ○  美術品 S 3 1 
H 03 Elementem Art & Design Co.      ○  額 S 3 1 
H 04 by boe     ○   アクセサリー S 3 1 
H 05 Encircling Warmth    ○    マフラー S 3 1 
H 06 Made From Coins     ○   アクセサリー S 3 1 
H 07 Heart Art  ○       インテリア飾り S 3 1 
H 08 Anna’s Pizza       ○ 飲食物 S 3 1 
H 09 Vegetarian Oasis       ○ 飲食物 S 3 2 
H 10 Pink Cloud Gallery ○       時計 S 3 1 
I 01 Carter & Cavero Old World 
Olive Oil Company 
      ○ 飲食物（オリーブオイ
ル） 
I 3 2 
I 02 Max Brenner       ○ 飲食物（チョコレート） I 3+3 2 
I 03 Big Apple Cider       ○ 飲食物（アップルサイ
ダー） 
M2 3+3+3 1 
I 04 Dumpling Soup House       ○ 石鹸 M2 3+3 2 
I 05 Sophie’s       ○ カフェ L 3 1 
188 
 
表 5-3③ 店舗の一覧 
 
  






















商品 サイズ 開口部 店員数 
J 01 Sabon  ○      石鹸 L 3+3 6 
J 02 Arm Candy by Nahui Ollin    ○    鞄 L 3+3 1 
J 03 Momo Glassworks     ○   アクセサリー L 3 1 
J 04 Kizmet Yogawear   ○     衣料 L 3 1 
J 05 Little Village Crafts     ○   アクセサリー L 1.5 1 
J 06 Seasnal Illuminations ○       インテリア飾り L 3 1 
J 07 Wonder warmers ○       身回品 L 3 2 
J 08 Lucid New York     ○   アクセサリー L 3+3 1 
J 09 G&N NY    ○    帽子 L 3 1 
J 10 Cala Design    ○    鞄 L 3 1 
J 11 Studio Manhattan Art＋Dsign      ○  美術品 L 3 1 
J 12 Dynomighty    ○    財布 L 3 1 
K 01 Animated Closet   ○     衣料 L2 1.5+3 1 
K 02 Country Herbs ○       ぬいぐるみ L2 3+3 1 
K 03 St. Petersburg Collection ○       インテリア飾り L2 3+3 1 
K 04 Guru New York     ○   アクセサリー L 3 1 
K 05 BearHanda & Buddies    ○    帽子 L 3 1 
K 06 Sandra Baquero Designs   ○     衣料 L 3 1 
K 07 Bora     ○   アクセサリー L 1.5 1 
K 08 Dazzle Studios     ○   アクセサリー K1/4 3+3 2 
K 09 Windhorse    ○    帽子 K1/4 3 1 
K 10 Veripritti     ○   アクセサリー K1/8 3 1 
K 11 Karma Kiss ○       キャラクターグッズ K1/8 3 1 
K 12 Kate Laine  Accessary     ○   アクセサリー K1/8 3+3 1 
K 13 Recycled Planet store ○       身回品 K1/8 3 1 
K 14 Sigmund pretzel shop       ○ 飲食物（プリッツェル） K1/8 3 1 
L 01 Kashmir Moon New York   ○     衣料 K1/4 0 1 
L 02 The North Pole ○       インテリア飾り K3/8 3+3+3+3 1 
L 03 Karma Living Lifestyle ○       インテリア小物 K1/8 3+3 1 
L 04 Mistura Timepieces ○       腕時計 K1/8 3 1 
L 05 Brazillan Decor     ○   アクセサリー K1/8 3 1 
L 06 Helen’s Gems     ○   アクセサリー L 1.5+3 1 
L 07 New West KnifeWork ○       ナイフ L 1.5 1 
L 08 Fine Art-New York to Paris      ○  美術品 L 0 1 
L 09 Exotic Handmade  Accessary     ○   アクセサリー L 1.5 1 
L 10 j-wave ○       文房具 L2 3 1 
L 11 It’s Always Christmas in New 
York 
○       インテリア飾り L3 3 1 
L 12 United Leather    ○    鞄 L3 1.5 1 














表 5-4 各店舗の商品分類と全体に占める割合 
分類 内容 店舗数 全体に占める割合％ 
装飾品 アクセサリー類（宝石等） 30 25.9 
身回品 日用品 26 22.4 
服飾品 衣服以外の衣料品（ベルト、帽子等） 18 15.5 
食料品 飲食物 17 14.7 
芸術品 写真、絵画、額等 12 10.3 
衣料品 衣服 8 6.9 















































厳寒の中でも出入口を開放したままの店舗が多く見られた（表 5-3）。表 5-3 の開口



























    


































































































































































































































































































註 13)調査期間内に短期イベントとして、2010年 12月 10日及び 13～16日（月～金曜日）にスケートリン
ク北側でジャグリング（Bryant Park Juggling）、11 日（土曜日）に回転木馬脇で子供向けのイベント
（Flaubert Goes Fishing in Bemidji）、12日（日曜日）に回転木馬横で子供向けのイベント（Le Carrousel 




































第 1章で PMの具体的な展開プロセスとして PMの流れについて仮説を提示したが、第
2章から第 5章の事例研究で PM手法の検証を行った結果、以下の通り、広場空間にお
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